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昨
年
、『
不
易
流
行
』９
月
号
で「
今
、知

っ
て
ほ
し
い
！ 

北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西

ル
ー
ト
現
況
」と
題
し
、敦
賀
以
西
の
延
伸

ル
ー
ト
の
一
つ「
米
原
ル
ー
ト
」の
優
位

性
と
オ
ー
ル
滋
賀
で
取
り
組
む「
北
陸
新

幹
線
米
原
ル
ー
ト
実
現
決
起
集
会
」（
主
催  

滋
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会
）に
つ
い
て

記
し
た
。

　
北
陸
新
幹
線
は
、上
信
越
・
北
陸
地
方

を
経
由
し
て
東
京
都
と
大
阪
市
を
結
ぶ
計

画
の「
整
備
新
幹
線
」で
あ
る
。東
京
ー
長

野
の
開
通
は
平
成
9
年（
１
９
９
７
）10

月
１
日
。金
沢
ま
で
延
伸
さ
れ
た
の
が
、

平
成
27
年（
２
０
１
５
）３
月
14
日
、東
京

と
金
沢
は
最
速
２
時
間
28
分
で
行
き
来
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。今
月
14
日
は
長
野
・

金
沢
間
開
業
一
周
年
と
な
る
。

　
敦
賀
以
西
の
延
伸
ル
ー
ト
案
は
、当
初

①「
小
浜
ル
ー
ト
」 

②「
湖
西
ル
ー
ト
」 

③

「
米
原
ル
ー
ト
」だ
け
で
あ
っ
た
が
、Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
検
討
し
て
い
る
④「
小
浜
・
京

都
ル
ー
ト
」、京
都
府
が
推
す
小
浜
か
ら
舞

鶴（
京
都
府
）・
京
都
駅
を
経
由
し
関
西
国

際
空
港
へ
つ
な
ぐ
⑤「
舞
鶴
ル
ー
ト
」が
浮

上
し
て
い
る（
次
頁
参
照
）。

　
与
党
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
整
備

検
討
委
員
会（
以
下
、与
党
検
討
委
員
会
）が
検

討
す
る
ル
ー
ト
は
５
案
と
な
り
、本
年
５

月
ま
で
に
調
査
対
象
と
す
る
ル
ー
ト
案
を

絞
り
込
み
、国
土
交
通
省
が
そ
の
後
、ル
ー

ト
案
の
建
設
費
用
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査

を
行
う
。

　
④
の「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
」は
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
が
検
討
し
て
い
る
ル
ー
ト
だ
。運
行

会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
案
だ
け
に
有

力
な
選
択
肢
と
し
て
議
論
さ
れ
る
公
算
が

高
い
。⑤
の「
舞
鶴
ル
ー
ト
」は
、与
党
検
討

委
員
会
の
委
員
長
・
西
田
昌
司
参
議
院
議

員（
京
都
選
出
）提
案
し
た
ル
ー
ト
で
あ
る
。

関
西
広
域
連
合
は
、敦
賀
以
西
の
延
伸
ル
ー

ト
に
つ
い
て「
米
原
ル
ー
ト
」支
持
を
決
め

て
い
た
が
、与
党
検
討
委
員
会
が
ル
ー
ト
を

絞
り
込
む
５
月
ま
で
に
、考
え
方
を
ま
と
め

直
す
の
は
難
し
い
と
し
て
い
る
。

　
「
新
幹
線
」の
整
備
は
都
市
の
発
展
に
と

っ
て
極
め
て
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ

し
て
き
た
。
或
い
は
、
地
方
都
市
に
お
け

る
新
幹
線
整
備
こ
そ
が
、
地
方
創
生
の
切

り
札
で
あ
る
と
論
じ
る『
超
イ
ン
フ
ラ
論  

地
方
が
甦
る「
四
大
交
流
圏
」構
想
』（
藤
井

聡
著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
／
２
１
０
５
）に
は
こ
ん

な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【お問い合わせ先】
〒520-8513 滋賀県大津市梅林 1-3-10 滋賀ビル4階
☎077-522-1099【代表】（企画総務グループ）

ご加入の皆さまへ 平成28年度（4月納付分～）平成28年度（4月納付分～）

皆様のご理解と
ご協力をお願い
いたします

介護保険料率

据え置きとなり、
変わりません

1.58％

健康保険料率（滋賀支部）

※40歳から64歳までの方（介護保険第2号被保険者）には、健康保険料率に全国一律の
　介護保険料が加わります。
※変更後の健康保険料率と介護保険料率は、3月分（4月納付分）から適用されます。

滋賀支部の平成28年度健康保険料率につきましては、4月納付分より改定
されます。
医療給付費の伸びが全国平均よりも高く、総報酬額の伸びが全国平均よりも
低い事が影響して、滋賀支部の健康保険料率は0.05％引き上がることとなり
ました。

平成
27年度

平成
28年度 9.99％9.94％

 

未
来
の
た
め
に

「
北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー
ト
」の
実
現
を
!!

　
　
　
「
例
え
ば
、熊
本
市
は
、九
州
新
幹

線
が
全
線
開
通
す
る
過
程
で
人
口
を
着
実

に
増
や
し
続
け
、国
内
第
二
○
番
目
の
政

令
指
定
都
市
の
座
を
獲
得
し
て
い
る
。鹿

児
島
市
に
お
い
て
も
、二
○
○
四
年
に
い

ち
早
く
新
幹
線
が
部
分
開
業
し
て
い
た

が
、減
少
傾
向
で
あ
っ
た
人
口
は
下
げ
止

ま
り
、今
日
で
は
熊
本
市
と
同
様
、着
実
に

そ
の
人
口
を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
。

　
ま
た
、二
○
一
五
年
に
北
陸
新
幹
線
が

開
通
し
た
富
山
市
は
、新
幹
線
開
通
に
向

け
て
様
々
な
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開

さ
れ
、日
本
で
最
初
の「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
路
線
開
通

都
市
」と
な
っ
た
。そ
し
て
実
際
の
開
通

を
受
け
て
、今
ま
さ
に
様
々
な
民
間
投
資

が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
同
様
に
、そ
の
お
隣
の
金
沢
市
も
ま
た
、

新
幹
線
開
通
に
向
け
て
金
沢
駅
の
再
整
備

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、駅
間
を
中
心
に

様
々
な
投
資
が
進
め
ら
れ
、そ
の
人
口
も

着
実
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。

　
　
　
我
が
国
で
は「
地
方
創
生
」が
盛

ん
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、地
方
都
市
に
お

け
る
新
幹
線
整
備
こ
そ
が
、地
方
創
生
の

「
切
り
札
」で
あ
る
。

　
　

   

関
西
と
北
陸
の
政
財
界
の
力
を
結

集
し
、一
日
も
早
い
実
現
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
だ
。そ
れ
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど

東
京
一
極
集
中
が
進
行
し
、各
地
方
の
疲

弊
は
加
速
し
て
い
く
他
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
、「
米
原
ル
ー
ト
」が
採
用
さ
れ
な

衰
退
す
る
湖
東
・
湖
北

新
た
な
ル
ー
ト

※
 

整
備
新
幹
線
は
昭
和
48
年（
１
９
７
３
）に
国
が
整
備
計
画
を
決
定
し
た
、北
海
道
、東
北
、北
陸
、九
州（
鹿
児
島
ル
ー

ト
）、九
州（
長
崎
ル
ー
ト
）の
５
路
線
を
い
う
。現
在
、整
備
計
画
が
決
定
し
た
段
階
に
あ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
整
備
新

幹
線
に
含
ま
れ
な
い
。東
海
道
新
幹
線
、山
陽
新
幹
線
、東
北
新
幹
線（
東
京
〜
盛
岡
間
）、上
越
新
幹
線
は
、 

Ｊ
Ｒ
等
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
も
の
で
、整
備
新
幹
線
で
は
な
い
。

か
っ
た
未
来
は…

…

。リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
は
、平
成
39
年（
２
０
２
７
）の
品
川
ー

名
古
屋
間
開
業
、平
成
57
年（
２
０
４
５
）

名
古
屋
ー
新
大
阪
間
開
業
の
予
定
で
あ

る
。そ
う
な
っ
た
場
合
、湖
東
・
湖
北
は
明

ら
か
に
衰
退
す
る
。

　
だ
が
!!
し
か
し
!!
北
陸
新
幹
線
の
大

阪
接
続
は
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
の
延
伸
ル
ー

ト
は
、地
域
の
エ
ゴ
で
は
な
く
国
益
を
最

優
先
し
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
平
成
27
年（
２
０
１
５
）12
月
11
日
、第

７
回
与
党
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、北

陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
整
備
に
つ
い
て
意
見

聴
取
が
行
わ
れ
た
。三
日
月
大
造
知
事
が

出
席
し
、敦
賀
以
西
ル
ー
ト
に
対
す
る
考

え
方
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。滋
賀
県
のw

ebsite

に
そ
の
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、以
下
に
抜
粋
要
約
し

て
お
く
。

　
北
陸
新
幹
線
整
備
の
意
義
・
役
割
を
踏

ま
え
、関
西
と
北
陸
を「
早
く
、確
実
に
」

つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
。北
陸
圏
お
よ
び
北

関
東
・
信
越
圏
と
関
西
圏
を
結
ぶ
国
土
政

策
と
し
て
、極
め
て
重
要
な
北
陸
新
幹
線

の
早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
在
、関
西
広
域
連
合
の
調
査
結
果
の

と
お
り
、費
用
対
効
果
、開
業
ま
で
の
期
間

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と「
米
原
ル

ー
ト
」が
最
も
優
位
で
あ
る
。近
い
将
来
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、品
川―

名
古
屋
が

平
成
39
年
開
業
予
定
で
あ
り
、「
米
原
ル
ー

ト
」の
受
益
者
が
増
加
す
る
。

　
リ
ニ
ア
を
利
用
し
た
東
京―

名
古
屋
間

の
所
要
時
間
は
約
40
分
。福
井
か
ら
東
京

へ
行
く
場
合
、北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
を
通

っ
た
場
合
、２
時
間
50
分
、米
原
ル
ー
ト
で

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
利
用
の
場
合
、１

時
間
40
分
と
な
り
、１
時
間
以
上
の
短
縮

と
な
る
。国
に
お
い
て
調
査
を
行
う
場
合

に
は
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
を
需

要
予
測
に
盛
り
込
ん
で
、比
較
考
量
す
る

べ
き
で
あ
る
。関
西
全
体
ひ
い
て
は
日
本

全
体
の
利
益
・
発
展
の
観
点
か
ら
、北
陸

新
幹
線
敦
賀
以
西
を
合
理
的
な
米
原
ル
ー

ト
で
建
設
を
し
、大
阪
ま
で
の
リ
ニ
ア
を

早
く
つ
な
ぐ
べ
き
で
あ
り
、そ
の
た
め
の

支
援
を
む
し
ろ
し
っ
か
り
と
こ
の
財
源
の

中
で
充
て
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　
整
備
新
幹
線
の
基
本
条
件
は「
整
備
新

幹
線
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
」に
基

づ
き
、以
下
の
基
本
的
な
５
つ
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え

で
、着
工
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

㊀ 

安
定
的
な
財
源
見
通
し
の
確
保

㋥ 

収
支
採
算
性

㊂ 

投
資
効
果

㊃ 

営
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
同
意

㊄ 

並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
に
つ
い
て

の
沿
線
自
治
体
の
同
意（
並
行
在
来
線
に
関
し

て
は『
不
易
流
行
』９
月
号
参
照
の
こ
と
。ま
た
、④
小

浜
・
京
都
ル
ー
ト
に
な
っ
た
場
合
、Ｊ
Ｒ
湖
西
線
が
並

行
在
来
線
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
）

　
投
資
コ
ス
ト
を
数
千
億
円
単
位
で
低
減

で
き
、整
備
区
間
も
短
く
早
期
の
大
阪
開

業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
建
設
距
離
が
最

も
短
い「
米
原
ル
ー
ト
」が
適
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
。関
西
広
域
連
合
の
調

査
結
果
で
も
開
業
に
よ
る
波
及
効
果
が
最

も
優
れ
て
い
た（
④
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
、

⑤
舞
鶴
ル
ー
ト
は
比
較
資
料
な
し
）。

　
で
は
、何
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
東
海
と
西
日
本
と
の
間
の「
運
行
管

理
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性
」、東
海
道
新
幹
線

の「
過
密
ダ
イ
ヤ
」の
問
題
が
よ
く
話
題

と
な
っ
て
い
る
が
、「
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム

の
互
換
性
」に
関
し
て
は
、山
陽
新
幹
線
と

九
州
新
幹
線
も
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
が
異

な
っ
て
い
た
が
技
術
的
に
ク
リ
ア
し
た
前

例
が
あ
る
。ま
た
、『
超
イ
ン
フ
ラ
論  

地

方
が
甦
る「
四
大
交
流
圏
」構
想
』に
は「
新

大
阪
で
は
、Ｊ
Ｒ
東
海
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
、Ｊ

Ｒ
九
州
と
い
っ
た
異
な
る
Ｊ
Ｒ
会
社
が
相

互
乗
り
入
れ
し
て
い
る
よ
う
に
、米
原
で

も
Ｊ
Ｒ
東
海
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
相
互
乗
り

入
れ
す
る
態
勢
を
築
き
上
げ
る
べ
く
、各

種
調
整
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。さ
も

な
け
れ
ば
、「
米
原
乗
り
換
え
」と
な
っ
て

し
ま
い
、京
阪
神
と
北
陸
と
の
接
続
性
は

著
し
く
低
下
し
、「
米
原
ル
ー
ト
」を
採
用

す
る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
毀
損
す
る
」と

記
し
て
い
る
。

　
次
に
、「
過
密
ダ
イ
ヤ
」の
問
題
だ
が
、北

陸
新
幹
線
が
米
原
接
続
に
な
り
、大
阪
ま

で
の
直
通
列
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。例
え
ば
、現
在

の
東
海
道
新
幹
線
は
１
時
間
に
、の
ぞ
み

10
本
・
ひ
か
り
２
本
・
こ
だ
ま
３
本
ま
で

運
行
で
き
る
状
態
に
あ
る
。実
際
に
は
Ｍ

Ａ
Ｘ
の
本
数
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。現
在

北
陸
新
幹
線
の
ダ
イ
ヤ
は
、の
ぞ
み
タ
イ

プ
の「
か
が
や
き
」が
１
日
10
本
、ひ
か
り
・

こ
だ
ま
タ
イ
プ
は
１
日
14
本
、１
時
間
１

本
〜
２
本
程
度
で
あ
る
が
、実
際
に
ど
う

か
と
い
う
検
証
も
必
要
だ
ろ
う
。ま
た
、

金
沢
ー
敦
賀
間
の
開
業
予
定
が
平
成
34
年

（
２
０
２
２
）、敦
賀
ー
大
阪
間
の
着
工
は
現

状
で
は
平
成
47
年（
２
０
３
５
）ま
で
は
財

源
の
問
題
も
あ
り
困
難
と
さ
れ
て
い
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
東
京
ー
名
古
屋
間

平
成
39
年（
２
０
２
７
）開
業
予
定
、名
古

屋
ー
大
阪
間
は
平
成
57
年（
２
０
４
５
）開

業
予
定
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

過
密
ダ
イ
ヤ
の
問
題
は
解
消
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
予
想
で
き
る
。

　
彦
根
商
工
会
議
所
で
は
３
月
23
日

（
水
）、滋
賀
県
土
木
交
通
部
管
理
監
の
四

塚
善
弘
氏
を
迎
え
、講
演
を
予
定
し
て
い

る
。今
後
、５
月
ま
で
に
与
党
検
討
委
員

会
が
候
補
ル
ー
ト
を
絞
り
込
み
、政
府
が

調
査
し
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、「
米
原
ル
ー
ト
」を
最
終
ス
テ
ー

ジ
に
上
げ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、今
最

も
重
要
で
あ
る
。四
塚
氏
か
ら
最
新
の
情

報
を
得
て
、未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
、今
が
行
動
を
起
こ
す
時
で
あ
る
。

　

※

特集
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昨
年
、『
不
易
流
行
』９
月
号
で「
今
、知

っ
て
ほ
し
い
！ 

北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西

ル
ー
ト
現
況
」と
題
し
、敦
賀
以
西
の
延
伸

ル
ー
ト
の
一
つ「
米
原
ル
ー
ト
」の
優
位

性
と
オ
ー
ル
滋
賀
で
取
り
組
む「
北
陸
新

幹
線
米
原
ル
ー
ト
実
現
決
起
集
会
」（
主
催  

滋
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会
）に
つ
い
て

記
し
た
。

　
北
陸
新
幹
線
は
、上
信
越
・
北
陸
地
方

を
経
由
し
て
東
京
都
と
大
阪
市
を
結
ぶ
計

画
の「
整
備
新
幹
線
」で
あ
る
。東
京
ー
長

野
の
開
通
は
平
成
9
年（
１
９
９
７
）10

月
１
日
。金
沢
ま
で
延
伸
さ
れ
た
の
が
、

平
成
27
年（
２
０
１
５
）３
月
14
日
、東
京

と
金
沢
は
最
速
２
時
間
28
分
で
行
き
来
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。今
月
14
日
は
長
野
・

金
沢
間
開
業
一
周
年
と
な
る
。

　
敦
賀
以
西
の
延
伸
ル
ー
ト
案
は
、当
初

①「
小
浜
ル
ー
ト
」 

②「
湖
西
ル
ー
ト
」 

③

「
米
原
ル
ー
ト
」だ
け
で
あ
っ
た
が
、Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
検
討
し
て
い
る
④「
小
浜
・
京

都
ル
ー
ト
」、京
都
府
が
推
す
小
浜
か
ら
舞

鶴（
京
都
府
）・
京
都
駅
を
経
由
し
関
西
国

際
空
港
へ
つ
な
ぐ
⑤「
舞
鶴
ル
ー
ト
」が
浮

上
し
て
い
る（
次
頁
参
照
）。

　
与
党
北
陸
新
幹
線
敦
賀
・
大
阪
間
整
備

検
討
委
員
会（
以
下
、与
党
検
討
委
員
会
）が
検

討
す
る
ル
ー
ト
は
５
案
と
な
り
、本
年
５

月
ま
で
に
調
査
対
象
と
す
る
ル
ー
ト
案
を

絞
り
込
み
、国
土
交
通
省
が
そ
の
後
、ル
ー

ト
案
の
建
設
費
用
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査

を
行
う
。

　
④
の「
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
」は
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
が
検
討
し
て
い
る
ル
ー
ト
だ
。運
行

会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
案
だ
け
に
有

力
な
選
択
肢
と
し
て
議
論
さ
れ
る
公
算
が

高
い
。⑤
の「
舞
鶴
ル
ー
ト
」は
、与
党
検
討

委
員
会
の
委
員
長
・
西
田
昌
司
参
議
院
議

員（
京
都
選
出
）提
案
し
た
ル
ー
ト
で
あ
る
。

関
西
広
域
連
合
は
、敦
賀
以
西
の
延
伸
ル
ー

ト
に
つ
い
て「
米
原
ル
ー
ト
」支
持
を
決
め

て
い
た
が
、与
党
検
討
委
員
会
が
ル
ー
ト
を

絞
り
込
む
５
月
ま
で
に
、考
え
方
を
ま
と
め

直
す
の
は
難
し
い
と
し
て
い
る
。

　
「
新
幹
線
」の
整
備
は
都
市
の
発
展
に
と

っ
て
極
め
て
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ

し
て
き
た
。
或
い
は
、
地
方
都
市
に
お
け

る
新
幹
線
整
備
こ
そ
が
、
地
方
創
生
の
切

り
札
で
あ
る
と
論
じ
る『
超
イ
ン
フ
ラ
論  

地
方
が
甦
る「
四
大
交
流
圏
」構
想
』（
藤
井

聡
著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
／
２
１
０
５
）に
は
こ
ん

な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
例
え
ば
、熊
本
市
は
、九
州
新
幹

線
が
全
線
開
通
す
る
過
程
で
人
口
を
着
実

に
増
や
し
続
け
、国
内
第
二
○
番
目
の
政

令
指
定
都
市
の
座
を
獲
得
し
て
い
る
。鹿

児
島
市
に
お
い
て
も
、二
○
○
四
年
に
い

ち
早
く
新
幹
線
が
部
分
開
業
し
て
い
た

が
、減
少
傾
向
で
あ
っ
た
人
口
は
下
げ
止

ま
り
、今
日
で
は
熊
本
市
と
同
様
、着
実
に

そ
の
人
口
を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
。

　
ま
た
、二
○
一
五
年
に
北
陸
新
幹
線
が

開
通
し
た
富
山
市
は
、新
幹
線
開
通
に
向

け
て
様
々
な
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開

さ
れ
、日
本
で
最
初
の「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
路
線
開
通

都
市
」と
な
っ
た
。そ
し
て
実
際
の
開
通

を
受
け
て
、今
ま
さ
に
様
々
な
民
間
投
資

が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
同
様
に
、そ
の
お
隣
の
金
沢
市
も
ま
た
、

新
幹
線
開
通
に
向
け
て
金
沢
駅
の
再
整
備

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、駅
間
を
中
心
に

様
々
な
投
資
が
進
め
ら
れ
、そ
の
人
口
も

着
実
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。

　
　
　
我
が
国
で
は「
地
方
創
生
」が
盛

ん
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、地
方
都
市
に
お

け
る
新
幹
線
整
備
こ
そ
が
、地
方
創
生
の

「
切
り
札
」で
あ
る
。

　
　

   

関
西
と
北
陸
の
政
財
界
の
力
を
結

集
し
、一
日
も
早
い
実
現
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
だ
。そ
れ
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど

東
京
一
極
集
中
が
進
行
し
、各
地
方
の
疲

弊
は
加
速
し
て
い
く
他
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
、「
米
原
ル
ー
ト
」が
採
用
さ
れ
な

か
っ
た
未
来
は…

…

。リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
は
、平
成
39
年（
２
０
２
７
）の
品
川
ー

名
古
屋
間
開
業
、平
成
57
年（
２
０
４
５
）

名
古
屋
ー
新
大
阪
間
開
業
の
予
定
で
あ

る
。そ
う
な
っ
た
場
合
、湖
東
・
湖
北
は
明

ら
か
に
衰
退
す
る
。

　
だ
が
!!
し
か
し
!!
北
陸
新
幹
線
の
大

阪
接
続
は
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
の
延
伸
ル
ー

ト
は
、地
域
の
エ
ゴ
で
は
な
く
国
益
を
最

優
先
し
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
平
成
27
年（
２
０
１
５
）12
月
11
日
、第

７
回
与
党
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、北

陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
整
備
に
つ
い
て
意
見

聴
取
が
行
わ
れ
た
。三
日
月
大
造
知
事
が

出
席
し
、敦
賀
以
西
ル
ー
ト
に
対
す
る
考

え
方
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。滋
賀
県
のw

ebsite

に
そ
の
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、以
下
に
抜
粋
要
約
し

て
お
く
。

　
北
陸
新
幹
線
整
備
の
意
義
・
役
割
を
踏

ま
え
、関
西
と
北
陸
を「
早
く
、確
実
に
」

つ
な
ぐ
必
要
が
あ
る
。北
陸
圏
お
よ
び
北

関
東
・
信
越
圏
と
関
西
圏
を
結
ぶ
国
土
政

策
と
し
て
、極
め
て
重
要
な
北
陸
新
幹
線

の
早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
在
、関
西
広
域
連
合
の
調
査
結
果
の

と
お
り
、費
用
対
効
果
、開
業
ま
で
の
期
間

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と「
米
原
ル

ー
ト
」が
最
も
優
位
で
あ
る
。近
い
将
来
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、品
川―

名
古
屋
が

平
成
39
年
開
業
予
定
で
あ
り
、「
米
原
ル
ー

ト
」の
受
益
者
が
増
加
す
る
。

　
リ
ニ
ア
を
利
用
し
た
東
京―

名
古
屋
間

の
所
要
時
間
は
約
40
分
。福
井
か
ら
東
京

へ
行
く
場
合
、北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
を
通

っ
た
場
合
、２
時
間
50
分
、米
原
ル
ー
ト
で

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
利
用
の
場
合
、１

時
間
40
分
と
な
り
、１
時
間
以
上
の
短
縮

と
な
る
。国
に
お
い
て
調
査
を
行
う
場
合

に
は
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
を
需

要
予
測
に
盛
り
込
ん
で
、比
較
考
量
す
る

べ
き
で
あ
る
。関
西
全
体
ひ
い
て
は
日
本

全
体
の
利
益
・
発
展
の
観
点
か
ら
、北
陸

新
幹
線
敦
賀
以
西
を
合
理
的
な
米
原
ル
ー

ト
で
建
設
を
し
、大
阪
ま
で
の
リ
ニ
ア
を

早
く
つ
な
ぐ
べ
き
で
あ
り
、そ
の
た
め
の

支
援
を
む
し
ろ
し
っ
か
り
と
こ
の
財
源
の

中
で
充
て
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　
整
備
新
幹
線
の
基
本
条
件
は「
整
備
新

幹
線
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
」に
基

づ
き
、以
下
の
基
本
的
な
５
つ
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え

で
、着
工
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

㊀ 

安
定
的
な
財
源
見
通
し
の
確
保

㋥ 

収
支
採
算
性

▶滋賀県土木交通部提供

滋
賀
県
の
考
え

㊂ 

投
資
効
果

㊃ 

営
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
同
意

㊄ 

並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
に
つ
い
て

の
沿
線
自
治
体
の
同
意（
並
行
在
来
線
に
関
し

て
は『
不
易
流
行
』９
月
号
参
照
の
こ
と
。ま
た
、④
小

浜
・
京
都
ル
ー
ト
に
な
っ
た
場
合
、Ｊ
Ｒ
湖
西
線
が
並

行
在
来
線
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
）

　
投
資
コ
ス
ト
を
数
千
億
円
単
位
で
低
減

で
き
、整
備
区
間
も
短
く
早
期
の
大
阪
開

業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
建
設
距
離
が
最

も
短
い「
米
原
ル
ー
ト
」が
適
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
。関
西
広
域
連
合
の
調

査
結
果
で
も
開
業
に
よ
る
波
及
効
果
が
最

も
優
れ
て
い
た（
④
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
、

⑤
舞
鶴
ル
ー
ト
は
比
較
資
料
な
し
）。

　
で
は
、何
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
東
海
と
西
日
本
と
の
間
の「
運
行
管

理
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性
」、東
海
道
新
幹
線

の「
過
密
ダ
イ
ヤ
」の
問
題
が
よ
く
話
題

と
な
っ
て
い
る
が
、「
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム

の
互
換
性
」に
関
し
て
は
、山
陽
新
幹
線
と

九
州
新
幹
線
も
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
が
異

な
っ
て
い
た
が
技
術
的
に
ク
リ
ア
し
た
前

例
が
あ
る
。ま
た
、『
超
イ
ン
フ
ラ
論  

地

方
が
甦
る「
四
大
交
流
圏
」構
想
』に
は「
新

大
阪
で
は
、Ｊ
Ｒ
東
海
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
、Ｊ

Ｒ
九
州
と
い
っ
た
異
な
る
Ｊ
Ｒ
会
社
が
相

互
乗
り
入
れ
し
て
い
る
よ
う
に
、米
原
で

も
Ｊ
Ｒ
東
海
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
相
互
乗
り

入
れ
す
る
態
勢
を
築
き
上
げ
る
べ
く
、各

種
調
整
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。さ
も

な
け
れ
ば
、「
米
原
乗
り
換
え
」と
な
っ
て

し
ま
い
、京
阪
神
と
北
陸
と
の
接
続
性
は

著
し
く
低
下
し
、「
米
原
ル
ー
ト
」を
採
用

す
る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
毀
損
す
る
」と

記
し
て
い
る
。

　
次
に
、「
過
密
ダ
イ
ヤ
」の
問
題
だ
が
、北

陸
新
幹
線
が
米
原
接
続
に
な
り
、大
阪
ま

で
の
直
通
列
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。例
え
ば
、現
在

の
東
海
道
新
幹
線
は
１
時
間
に
、の
ぞ
み

10
本
・
ひ
か
り
２
本
・
こ
だ
ま
３
本
ま
で

運
行
で
き
る
状
態
に
あ
る
。実
際
に
は
Ｍ

Ａ
Ｘ
の
本
数
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。現
在

北
陸
新
幹
線
の
ダ
イ
ヤ
は
、の
ぞ
み
タ
イ

プ
の「
か
が
や
き
」が
１
日
10
本
、ひ
か
り
・

こ
だ
ま
タ
イ
プ
は
１
日
14
本
、１
時
間
１

本
〜
２
本
程
度
で
あ
る
が
、実
際
に
ど
う

か
と
い
う
検
証
も
必
要
だ
ろ
う
。ま
た
、

金
沢
ー
敦
賀
間
の
開
業
予
定
が
平
成
34
年

（
２
０
２
２
）、敦
賀
ー
大
阪
間
の
着
工
は
現

状
で
は
平
成
47
年（
２
０
３
５
）ま
で
は
財

源
の
問
題
も
あ
り
困
難
と
さ
れ
て
い
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
東
京
ー
名
古
屋
間

平
成
39
年（
２
０
２
７
）開
業
予
定
、名
古

屋
ー
大
阪
間
は
平
成
57
年（
２
０
４
５
）開

業
予
定
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

過
密
ダ
イ
ヤ
の
問
題
は
解
消
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
予
想
で
き
る
。

　
彦
根
商
工
会
議
所
で
は
３
月
23
日

（
水
）、滋
賀
県
土
木
交
通
部
管
理
監
の
四

塚
善
弘
氏
を
迎
え
、講
演
を
予
定
し
て
い

る
。今
後
、５
月
ま
で
に
与
党
検
討
委
員

会
が
候
補
ル
ー
ト
を
絞
り
込
み
、政
府
が

調
査
し
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、「
米
原
ル
ー
ト
」を
最
終
ス
テ
ー

ジ
に
上
げ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、今
最

も
重
要
で
あ
る
。四
塚
氏
か
ら
最
新
の
情

報
を
得
て
、未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
、今
が
行
動
を
起
こ
す
時
で
あ
る
。

　

何
が
問
題
？ 

米
原
ル
ー
ト

取
材
協
力

滋
賀
県
土
木
交
通
部
管
理
監 

四
塚
善
弘
氏

講師：滋賀県土木交通部管理監　
　　  四塚善弘氏
日時：3月23日（水）
       16：30～17：30
場所：彦根商工会議所4階大ホール

彦根商工会議所 議員総会特別講演会

『実現しよう！北陸新幹線
「米原ルート」』（仮）

「北陸新幹線敦賀以西ルートに対する考え方」（滋賀県）より

※
Ｌ
Ｒ
Ｔ（Light Rail Transit

）次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム

※
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昨年の参加者の声を少しご紹介します。ぜひ貴社の新入社員
研修に活用ください。
●今後の仕事に活かせることばかりだったので、常に心がけてい
きたいです。
●社会人として必要不可欠なマナー、動作等が学べて中身の濃い
研修になりました。講義を聞くだけでなく、実際のロールプレイ
ングで身に付くことが出来て良かった。
●色々な会社の人達と交流することもできて、良い経験になった。
●笑顔の大切さを再認識することができました。
●自分の悪い所を知ることができて良かったです。明日の職場で
は一皮むけた自分が出せるよう頑張ります。

期待感と不安感を併せ持つ新入社員に対して、企業人意識、
仕事の定石、接客・電話応等を講義・グループワーク・実
習を通じて実践的に学んでいただきます！

「新入社員研修会」受講者募集中！

第
６
回
会
員
交
流
フ
ェ
ア
を
盛
大
に
開
催

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

　
当
所
で
は
、１
月
28
日
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
て
第
６
回
会
員
交
流
フ
ェ
ア
を
、「M

EET 
The M

em
bers!

」を
テ
ー
マ
に
盛
大
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
新
春
特
別
講
演
会
で
は
約
３
０
０

名
の
参
加
が
あ
り
、小
出
会
頭
の
挨
拶
の
後
、

一
般
社
団
法
人
継
未（
つ
ぐ
み
）代
表
理
事
で

あ
り
、書
家
の
前
田
鎌
利
氏
を
お
迎
え
し
、

「
日
本
文
化
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
」と
題
し

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
前
田
氏
は
５
歳
の
頃
か
ら
書
を
始
め
ら
れ
、

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
書
道
教
員
養
成

課
程
を
ご
卒
業
後
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

機
に「
つ
な
が
る
」こ
と
の
重
要
性
を
意
識
し

て
携
帯
電
話
販
売
会
社
へ
ご
就
職
、２
０
１
０

年
に
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ア
カ
デ
ミ
ア
に
第
一
期
生

と
な
ら
れ
、初
年
度
首
席
の
成
績
を
修
め
ら
れ

た
経
緯
や
、そ
の
経
験
か
ら
見
出
し
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョン
の
極
意
を
中
心
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。後
半
は
、２
０
１
４
年
、書
道

塾 

継
未-TU

G
U
M
I -

を
設
立
さ
れ
、日
本

の
伝
統
文
化
で
あ
る「
書
」を
新
た
な
念
い
の

表
現
ツ
ー
ル
と
し
て
、未
来
を
担
う
子
ど
も
達

へ
、そ
し
て
世
界
へ
継
い
で
行
く
事
を
志
と
し

て
い
る
旨
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
議
員
ク
ラ
ブ
の
一
圓
代
表
幹
事
か

ら
謝
辞
が
述
べら
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

　
続
く
第
２
部
会
員
交
流
懇
親
会
は
、当
所

会
員
並
び
に
大
久
保
彦
根
市
長
な
ど
の
来
賓

も
含
め
総
勢
３
３
０
名
が
参
加
し
、盛
大
に

開
催
し
ま
し
た
。

原則として新入社員（全ての業種）
100人（定員になり次第締切）
彦根商工会議所または彦根地区雇用対策協議会
会員事業所………お１人　  5,000円
非会員事業所……お１人　10,000円
3月18日（金）
① 両日とも昼食、お茶は主催者で準備します。
② テキスト・研修ノートはお渡しします。
③ 10㎝×10㎝程度の鏡・筆記用具をご持参ください。
④ 各自の名刺を20枚ご準備ください。
　（準備できない場合は事前にご相談下さい）
⑤ 受講者数等の状況に応じてカリキュラムを変更する
　 場合があります。

受講対象
定　員
受講料
（税込）

申込締切
その他

日　時　４月５日（火）・６日（水）10：00～ 16：30
場　所　彦根商工会議所　４階大ホール
講　師　伴 孝子 氏（ビジョナリーカンパニー代表）
　　　　彦根市市民環境部人権政策課担当者（５日）他

４月５日（火）
10：00～ 16：30

４月６日（水）
10：00～ 16：30

オリエンテーション
「社会人としてのスタート」
　・働くことの意味・心構え
　・あなたにとって会社とは
１．講義「会社で働くということ」
２．実技とビデオレッスン
    「第1印象のブラッシュアップ」
３．講義と実技
    「ビジネスマナーの基本①」
４．人権問題研修

５．講義と実技
    「ビジネスマナーの基本②」
６．ビジネスマナー
　 ロールプレイング
７．講義
    「ビジネスマナーの基本③」
８．実技「ビジネスの会話術」
９．まとめ作成と発表

昨年の様子

全業種対応 新入社員研修会（2日間コース）

■
建
設
業
部
会　
正
副
部
会
長
会
議

１
月
18
日　
伊
勢
幾
に
て
開
催

■
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
新
年
会

１
月
18
日　
や
す
井
に
て
開
催

■
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会　

　
総
務
委
員
会

１
月
19
日　
当
所
に
て
開
催

■
彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

　
先
進
地
視
察
研
修
会

１
月
19
日　
草
津
市
内
に
て
開
催

■
彦
根
い
い
秋
散
策
ブ
ラ
ン
班
会
議

１
月
21
日　
当
所
に
て
開
催

■
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会　

　
企
画
・
広
報
合
同
委
員
会

１
月
22
日　
当
所
に
て
開
催

■
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

　
正
副
会
長
会
議

１
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

■
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会　

　
役
員
会

１
月
26
日　
当
所
に
て
開
催

■
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

　
町
家
活
用
委
員
会

１
月
27
日　
当
所
に
て
開
催

■
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
ビ
ジ
ネ

　
ス
チ
ャ
ン
ス
委
員
会

１
月
28
日　
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

開
催

■
不
動
産
部
会　
新
年
会

２
月
２
日　
料
亭
小
島
に
て
開
催

■
彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座　
第
９
講

２
月
３
日　
当
所
に
て
開
催

■
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ　

　
ク
ラ
ブ
・
古
式
銃
研
究
会

　
「
還
暦
を
祝
う
会
」

２
月
３
日　
千
成
亭
橋
本
店
に
て
開
催

■
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会　

　
総
務
委
員
会

２
月
４
日　
当
所
に
て
開
催

■
彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

　
労
務
担
当
者
研
修
会

２
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

■
三
水
会　
定
例
会

２
月
８
日　
永
樂
屋
・
双
葉
荘
に
て
開
催

■
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

　
海
外
研
修

２
月
10
〜
14
日　
ヤ
ン
ゴ
ン
・
バ
ン
コ
ク

に
て
開
催

■
彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

　
会
員
交
流
サ
ロ
ン

２
月
10
日　
ペ
ル
テ
フ
ォ
ー
リ
ア
に
て

開
催

■
正
副
会
頭
会
議

２
月
10
日　
当
所
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

第28回

　毎年ご好評いただいておりますゴルフを楽しみながら会員交流
ができる「会員親睦チャリティゴルフコンペ」を下記のとおり開催
致します。
　彦根商工会議所会員の方ならどなたでも参加できますので、楽し
い1日をお過ごしください。また、グループでの参加も歓迎します。
　参加者全員に参加賞はもちろん、素敵な賞品を多数ご用意して
おりますので奮ってご参加ください。

日　時　平成28年４月16日（土）8：42 スタート
場　所　彦根カントリー倶楽部(彦根市鳥居本町2958）
　　　　TEL.0749-24-4151
参加費　3,000円（パーティー代含む）
　　　　ゲスト：16,226円・メンバー： 9,750円・
　　　　ファミリー会員：14,474円
申込み　先着120名　３月18日（金）までに事務局までにご連絡
　　　　お願いいたします。TEL.0749-22-4551
＊上記金額には、プレー費・消費税・ゴルフ利用税・ゴルフ振興協力
　金を含む
＊参加者全員に、千円分昼食券、１本ペットポトル付
＊セルフプレーの場合は、3,240円（税込）差し引いた料金となります
＊ダブルぺリア方式とします。
＊組合せ・スタート時間は幹事にご一任願います。但し、グループ参
　加を希望される場合は、お申出頂ければ出来る限りご期待に添える
　ように致します。
＊申込者には後日、組合せ表と詳細をご連絡致します。

チャリティゴルフコンペ開催

彦根商工会議所・議員クラブゴルフ同好会共催　
TEL.22-4551 ／ FAX.26-2730

　
「
新
春
」に
相
応
し
く「
書
と
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
」と
し
て
、講
師
の
前
田
鎌

利
氏
と
京
都
を
中
心
に
活
動
し
て
お
ら
れ
る

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
角
田
浩
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ

Ｌ
Ｅ
Ｔ
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
ション

で
華
々
し
く
幕
開
け
し
た
後
、夏
原
副
会
頭
の

挨
拶
、来
賓
紹
介
が
あ
り
、木
村
副
会
頭
の
乾

杯
の
発
声
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、角
田
浩
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
に
は
懇

親
会
中
も
、Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
演
奏
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、会
場
の
雰
囲
気
を
高
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。参
加
者
は
活
発
に
名
刺
交
換

さ
れ
、ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ひ
こ
ね
グ
ル
メ
メ
ッ
セ
で
は
、ま
ぐ
ろ
の
お
刺

身
、お
寿
司
、近
江
牛
ス
テ
ー
キ
、そ
ば
、天
ぷ

ら
、プ
レ
ミ
ア
ム
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
、地
酒
、ワ
イ
ン

を
会
員
事
業
所
よ
り
出
店
い
た
だ
き
ま
し

た
。続
く
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で
は
、各
社
の

イ
ベ
ン
ト
や
事
業
に
つ
い
て
ス
テ
ー
ジ
上
で
大

い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
最
後
に
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
や
グ
ル
メ
メッ
セ

各
店
の
お
食
事
券
等
が
あ
た
る
大
抽
選
会
を

行
い
、中
川
副
会
頭
の
挨
拶
並
び
に
一
本
締
め

に
て
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

▶小出会頭の挨拶

▶賑わう会員交流懇親会

▶講師の前田鎌利氏

▶前田鎌利氏の揮毫「不易流行」▶書を前に記念写真

▶夏原副会頭の挨拶

お
も
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臨
時
総
会
・
新
年
会
を
開
催 

　
去
る
１
月
12
日
、青
年
部
臨
時
総
会
が

当
所
に
て
、会
員
64
名（
委
任
状
含
む
）出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
本
君
が
司
会
を
務
め
、内
田
君
の
開

会
宣
言
で
開
会
し
ま
し
た
。続
い
て
青
年

部
の
歌
、綱
領
の
朗
読
、指
針
の
唱
和
が

あ
り
、安
齋
会
長
の
挨
拶
の
後
、深
田
君

が
議
長
に
就
任
し
、議
案
審
議
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
の
議
案
と
し
て
、馬
場
次
年

度
会
長
か
ら
次
期
役
員
が
発
表
さ
れ
、異

議
な
く
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。次

に
、平
成
29
年
度
会
長
に
立
候
補
さ
れ
た

嶋
津
君
が
挨
拶
さ
れ
、青
年
部
に
対
す
る

熱
い
思
い
と
意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。審
議
の
結
果
、満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
、内
田
君
の
閉
会
宣
言
に
て
閉
会
し

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、場
所
を
双
葉
荘
に
移
動

し
、来
賓
に
小
出
会
頭
、木
村
副
会
頭
、志

　平成28年1月２７日（水）、積雪が少し残っている新年会でした
が、例年より多く４４名の参加者に恵まれての開催となりました。
　今年は申年で、ラッキーカラーも赤です。私も赤色の指輪をはめ
ています。運気が上がりますように、「女性の元気が未来を築く」女
性会の歌斉唱に始まり会長・会頭ご挨拶、ご来賓の紹介に始まり
テーブルには水仙、シクラメン…花の名前とアレンジ花で可愛く飾り
ました。
　ソプラノ小林由味さん、ピアノ松宮友規子さんのオペラコンサー
ト、今年の色、赤のドレスが素敵でボリュームある声が会場いっぱい
に広がりとても迫力あり元気をもらい感動しました。
　「琵琶湖周航の歌」「花は咲く」を全員で歌い心が和みました。久
しぶりにビンゴゲームで全員にプレゼントが当たりました。親睦委員
の皆さまのお手伝い協力によっておかげさまで無事終わらさせてい
ただきました。会員の皆様には楽しんで喜び元気をお伝えできまし
たでしょうか。感謝　　　　　　　　㈲藤塚時計店　岡田 眞智子

　子供の頃より字は体を表すから書道を習うよう、また日本文化で
ある茶道、華道、和、洋裁を習うようにと父に言われ手がけてみまし
たが、華道だけが私の性に合いました。
「道」と言う字のつくものは修行の一つだと言われた時代です。
　今年1月28日（木）、新春特別講演会の講師は書家の前田鎌利
氏だと聞き、どの様なお話を聞かせて頂けるのかと楽しみに致して
おりましたところ、書のお話ではなく経営戦略のお話でした。阪神淡
路大震災を機に「つながる」事の重要性を意識して携帯電話販売
会社へ就職をされ、当時彗星の如くに現れたソフトバンクの孫正義
社長との出会いがあり、その時得られたものを人につなげたいとい
う志の話を聞かせて頂き感激致しました。
　経営にはスピードが必要。会議は３分。その為には資料は簡潔に。
グラフの一番必要な所にはマーカーで印をする。資料は一晩寝か
せる。会議の時は決裁者の左の眼を見る「左の眼は活力を表す」。
脳がちぎれる程考える。情報革命で人を幸せにする。また経営理
念は企業の念いを伝える等書き尽くせません。私はかねてより現
代経営は表現が変わっただけで根源は変わらないと主張してきま
したが、このお話の中で
は「スピード」を強調さ
れ、世の中の移り変わり
を痛感したと同時に、日
本も一日も早くデフレから
脱却できますよう念願い
たします。  
　㈱棚橋食品　棚橋 幸子 　

去
る
１
月
18
日
、彦
根
市
民
体
育
セ

ン
タ
ー
に
て
、36
名
参
加
の
も
と
１
月

度
例
会「
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
会
員
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
と
と
も

に
、心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と

い
う
趣
旨
の
も
と
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

と
言
わ
れ
る「
キ
ン
ボ
ー
ル
」を
委
員
会

対
抗
で
行
い
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
で
４
人
一
組
の
チ
ー
ム
を

２
つ
作
り
、２
つ
の
コ
ー
ト
に
分
か
れ

て
順
次
試
合
を
行
い
ま
し
た
。キ
ン
ボ

ー
ル
と
は
巨
大
な
ボ
ー
ル
を
１
つ
用
い

て
、３
チ
ー
ム
対
抗
で
交
互
に
ボ
ー
ル

を
打
ち
、落
と
さ
な
い
よ
う
に
コ
ー
ト

内
を
走
り
回
っ
て
キ
ャ
ッ
チ
す
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

　
４
名
１
チ
ー
ム
と
い
う
制
約
が
か
か

る
中
、委
員
会
の
垣
根
を
越
え
て
２
つ

青年部伝言板 ■ ３月度納会例会　平成28年3月18日（金）19時～　於：双葉荘　■ 会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

１
月
度
例
会「
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

 
2016女性会新年会を終えて 新春特別講演会に出席して

　学校法人 松風学園 彦根総合高等学校は「社
会に貢献しうる人材の育成」を建学の精神とし、
昭和21年3月に<滋賀県立彦根洋裁公共職業
補導所>開設に始まり、<彦根技芸専門学校>  
<彦根女子高等学校> <彦根総合高等学校>
へと、時代に即した幾多の改革進歩をしてきま
した。
　そして、[自己の進路への自覚を深める学習] 
[個性を生かした主体的な学習]を重視する「総
合学科」としています。
　平成27年には、新校舎、野球グランド、室内練
習場の完成。そして、現在も天然芝のサッカー
場作成と施設の充実を図っています。特に新校
舎は、白を基調とした明るい教室に電子黒板・
冷暖房・床暖房を完備し、学習環境に配慮しま
した。この冬も生徒は快適に学習しています。
   今後とも、生徒一人ひとりの 未知なる可能性
を広げ、豊かな人間性育む教育を目指します。

賀
谷
専
務
理
事
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、ま

た
О
Ｂ
会
フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ま
ご
列
席
の
も
と
総
勢
60
名
に
て
、

新
年
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
岸
委
員
長
率
い
る
地
域
創
造
委
員

会
運
営
の
も
と
、山
本
君
の
司
会
進
行
に

よ
り
、ま
ず
安
齋
会
長
か
ら
新
年
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、馬
場
次
年
度

会
長
よ
り
次
年
度
に
向
け
て
の
力
強
い

挨
拶
が
あ
り
、新
役
員
の
紹
介
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
小
出
会
頭

よ
り
ご
祝
辞
を
頂
い
た
後
、フ
ェ
ロ
ー
メ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
石
原
会
長
の
乾
杯
の
ご
発

声
で
開
宴
し
ま
し
た
。

　
諸
先
輩
方
と
交
流
を
深
め
、会
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
み
、木
村
副
会
頭

よ
り
中
締
め
の
ご
挨
拶
を
頂
き
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
員
数
も
増
え
、更
な
る
一
致

の
チ
ー
ム
を
掛
け
持
ち
連
続
で
試
合
す

る
事
も
続
い
た
た
め
、予
想
以
上
に
ハ

ー
ド
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
試
合
は
成
績
の
良
か
っ
た
委
員

会
３
チ
ー
ム
で
行
い
、作
戦
が
功
を
奏

し
た
こ
と
も
あ
り
、私
が
所
属
す
る
ユ

ー
モ
ア
委
員
会
が
優
勝
と
い
う
結
果
で

例
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｓ 

笠
原 

悟

まいどおおきに 青年部事業所紹介

彦根総合高等学校　

回 級 施行日（申込登録期間） 試験会場

第36回

第37回

２級
３級

２級
３級

７月10日（日）
（４/26（火）～５/27（金））

11月27日（日）
（９/13（火）～10/14（金））

彦根勤労福祉会館
（彦根市大東町４-28）

彦根商工会議所

松本 寛

■女性会 平成28年度通常総会  平成28年4月20日（水）開催予定です。 INFORMATION

会　長　　馬場匡章　　   （株）旅行屋本舗
副会長　　門野真将　　   （株）ＫＡＤＯＮＯ
　　　　　小出哲士　　　小出建設（株）　
　　　　　柴田　襄　　   （株）シバタ不動産
　　　　　西村　順　　   （株）鍛治光鉄工所　
理　事　　青池貴司　　   （株）ＧＡＬＬＥＲＹ 空
　　　　　内田敏弘　　   （株）F u l l － Cube
　　　　　片岡純一郎　   （有）双葉荘
　　　　　亀井保孝　　   （有）亀井造園
　　　　　北川幸平　　   （有）魚幸商店
　　　　　小澤邦剛　　　滋賀イエローハット（株）
　　　　　小寺秀樹　　　アインズ（株）
　　　　　嶋津幸一郎　　アルジェント（株）
　　　　　鈴木一郎　　   （株）アド・寿
　　　　　瀧　圭介　　   （有）滋賀飲料
　　　　　谷居智子　　　たにい社労士事務所
　　　　　鳥越清和　　　お花屋さんleaf
　　　　　西田真也　　   （有）西田製作所
　　　　　橋本健一　　   （株）橋本建設
　　　　　早川敬士　　　早川工芸（株）
　　　　　林　孝雄　　　わかくさ堂
　　　　　松井　真　　
　　　　　松原剛志　　   （有）マザーレイク
　　　　　松本　寛　　　彦根総合高等高校
監　事　　神野　森　　   （有）with構造設計室
　　　　　髙木圭祐　　   （有）ガーディアン・ズ
　　　　　安齋和真　　　さざなみ酒店

団
結
が
求
め
ら
れ
る
中
、親
睦
を
深
め
、

絆
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

㈱
鍛
治
光
鉄
工
所 

西
村 

順

平
成
28
年
度 

新
役
員 

27
名（
敬
称
略
）　

直前会長

NAVI検定試験 お問い合せ（検定担当） 
TEL. 22-４５５１ ネット社会で必要な「仕事力」が身につく!! 

■日商ＰＣ（文書作成）・（データ活用）・（プレゼン資料作成）
受験料　２級…7,200円、３級…5,140円、Basic…4,120円
グローバル取引必須のスキル!!
■日商ビジネス英語
受験料　２級…5,140円、３級…4,120円
企業における会計・財務の即戦力を目指す!!
■電子会計実務　
受験料　中級…7,200円、初級…4,120円
即戦力！ネット社会の応用力!!
■ＥＣ（電子商取引）実践能力
受験料　１級…6,170円、２級…5,140円、３級…4,120円
ビジネスメールの知識・技能を学ぶ!!
■電子メール活用能力   受験料　3,090円
キーボード操作技能IT社会の必須技能を身につける!!
■キータッチ2000テスト　受験料　1,540円
ビジネスで通用するキーボード入力を極める!!
■ビジネスキーボード　受験料　2,570円

医療・福祉・建築関係で役立つ住環境のアドバイザー
■平成28年度 福祉住環境コーディネーター検定試験

受 験 料　２級･･･6,480円、３級･･･4,320円
お申込み先　東京商工会議所検定センター
〔ＷＥＢ登録〕http://www.kentei.org/
〔電話登録〕　 TEL.03-3989-0777（平日午前10時～午後６時）
※彦根商工会議所の窓口では受付できません。

【東商検定】

【日商のネット試験】

詳しくは彦根商工会議所パソコン教室まで　TEL.0749-47-5066
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W
eb M

agazine

配
信
開
始
！

「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
」に
登
録
！ 

　
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推

進
協
議
会
は
２
月
18

日
よ
りW

eb 
M
agazine

の
配

信
を
開
始
し
た
。協
議

会
の
最
新
情
報
を
伝
え
る

と
共
に
、観
光
産
業
情
報
と
新
展

開
の
た
め
の
知
識
の
共
有
を
目
的
と

し
、配
信
は
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
を
予

定
し
て
い
る
。

　

W
eb M

agazine

の
第
１
号
で
は
、小

出
英
樹
会
頭（
推
進
協
議
会
会
長
）が『
観
光

消
費
額
倍
増
へ
の
挑
戦 

〜
好
奇
心
と
知
識

蓄
積
〜
』と
題
し
て
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。

　
「
21
世
紀
最
大
の
産
業
は
観
光
産
業
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
滋
賀
県
の
観
光
産

業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
全
産
業
比
率
で
２
％
強
で

す
。世
界
を
見
渡
す
と
10
％
以
上
の
国
も
多

数
有
り
、先
進
国
で
も
６
〜
７
％
で
す
。

　
数
多
く
遺
っ
て
い
る
歴
史
資
産
と
魅
力
あ

る
自
然
、さ
ら
に
恵
ま
れ
た
ア
ク
セ
ス
の
近

江
な
ら
ば
限
り
な
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　
狙
う
は「
新
・
観
光
産
業
」。従
来
型
の
観

光
業
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、知
的

サ
ー
ビ
ス
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
あ
る

「
も
の
が
た
り
体
験
商
品
」を
新
産
業
と
し

て
構
築
す
る
こ
と
で
す
。

　
観
光
消
費
の《
泊
ま
る
》《
食
べ
る
》《
買
う
》

《
愉
し
む
》《
巡
る
》の
５
つ
は
、全
て
の
事
業

所
に
関
連
し
ま
す
。ま
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
は

雇
用
を
拡
大
し
、人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け

ま
す
。

　
是
非
、こ
のW

eb M
agazine

を
好
奇

心
を
持
っ
て
読
み
解
き
、新
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

の
た
め
の
知
識
を
蓄
え
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
協
力
で
、地
域
の
観
光
消
費
額

倍
増（
今
後
５
年
間
で
）に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
ょ
う
」。

　
そ
の
他
、 

２
０
１
５
年
11
月
23
日
〜
27
日

　
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
形
成･

確
立
を
支
援
す

る
た
め
、昨
年
11
月
18
日
、観
光
庁
に
お
い
て

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
候
補
と
な
り
う
る
法
人

「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
」を
登
録
す
る

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
協
議
会
は
、本
年
１
月
18
日
に
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
形
成
・
確
立
計
画
」を
作
成
、申
請
を

行
っ
た
結
果
、２
月
26
日
付
で「
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
」に
登
録
さ
れ
た
。今
回
の

登
録
件
数
は
、広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
２
件
、地

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
11
件
、地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
11
件
と

比
較
的
少
な
く
計
24
団
体
で
あ
っ
た
。滋
賀

県
か
ら
は
、広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
、（
公

社
）び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
、

当
協
議
会
が
登
録
さ
れ
た
。

　
こ
の
登
録
に
よ
り
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
の
新
型
交
付
金
に
よ
る
支
援
の

対
象
」と
な
り
得
る
こ
と
に
加
え
、観
光
庁

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
で
構
成
さ
れ
る

「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
核
と
す
る
観
光
地
域
づ

く
り
に
対
す
る
関
係
省
庁
連
携
支
援
チ
ー

ム
」を
通
じ
て
重
点
的
な
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
当
協
議
会
は
、湖
東
・
湖
北
の
更
な
る
経

済
発
展
へ
向
け
、ま
た
５
年
間
で
の
観
光
消

費
額
倍
増
と
い
う
目
標
に
向
か
い
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
い
く
。尚
、「
法
人
」で
あ
る
こ

と
が
こ
の
制
度
の
必
須
条
件
で
あ
り
、３
月

10
日
の
臨
時
総
会
を
経
て
、４
月
よ
り
法
人

の
設
立
を
予
定
し
て
い
る
。

に
行
わ
れ
た「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
。現
地
で
の
推
進
協
議

会
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、今
後
、講
演
会
な
ど
の
内
容
を
会
員

の
皆
様
に
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

W
eb

に
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
い
く
。

　
次
回
３
月
11
日
配
信
の
第
２
号
で
は
、２

０
１
６
年
３
月
２
日
〜
４
日
、台
湾
で
行
わ

れ
た『
台
湾
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』の
レ
ポ
ー
ト
を

掲
載
す
る
。そ
の
他
、『
観
光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン

の
実
現
と
地
方
創
生
』と
題
し
、日
本
政
府

観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）小
堀
守
理
事
の
特
別

講
演
、『
地
方
都
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
』

と
題
し
、公
益
財
団
法
人
大
阪
観
光
局
専
務

理
事 

野
口
和
義
氏
の
第
１
回
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
配
信
予
定
し
て
い

る
。W

eb M
agazine

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
動
き
を
知
り
、ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
る
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　

Web Magazineは、基本的に近江インバウンド
推進協議会メンバーに配信されている。配信を
希望する彦根商工会議所会員は事務局まで。

           　 　問合せ　
           　 　近江インバウンド推進協議会事務局
　　　  　  tel.0749-22-5580
　        　  info@oh-mi.org 

（株）DMCやまがた[設立予定] 

（一社）秋田犬ツーリズム[設立予定]　

（一社）秩父地域おもてなし観光公社

（一社）雪国観光圏 　

(一社)信州・長野県観光協会

（一社）信州いいやま観光局

（公社）びわこビジターズビューロー

（一社）鳥取中部観光推進機構 

（一社）そらの郷

（公社）香川県観光協会

地域連携DMO（11件） 

（一社）近江インバウンド推進協議会[設立予定]
【滋賀県】彦根市、近江八幡市、米原市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町

【山形県】

【秋田県】

【埼玉県】

【新潟県】【群馬県】【長野県】

【長野県】

【長野県】【新潟県】

【滋賀県】

【鳥取県】【岡山県】

【徳島県】

【香川県】

日本版DMO候補法人の名称
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国内外のニーズに対応したサービスやものづくりの新事業を創出する
ため、認定支援機関と連携して、革新的なサービス開発・試作品開発・生
産プロセスの改善を行う中小企業・小規模事業者の設備投資等を支援
します。

■ 対象者の詳細
認定支援機関の全面バックアップを得た事業を行う中小企業・小規模事
業者であり、以下のいずれかに取り組むものであること。

１．革新的サービス・ものづくり開発支援
「中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドライン」で示された方
法で行う革新的なサービスの創出・サービス提供プロセスの改善であり、
3～5年で、「付加価値額」年率3%及び「経常利益」年率1%の向上を達成で
きる計画であること。または「中小ものづくり高度化法」に基づく特定も
のづくり基盤技術を活用した革新的な試作品開発・生産プロセスの改善
を行い、生産性を向上させる計画であること。

２．サービス・ものづくり高度生産性向上支援
上記１．の革新的なサービス開発・試作品開発・プロセス改善であって、
IoT等を用いた設備投資を行い生産性を向上させ、「投資利益率」5%を
達成する計画であること。

■ 支援内容・支援規模
１．革新的サービス・ものづくり開発支援（補助率 2/3）
　   （1）一般型　補助上限額  1,000万円

中小企業が行うサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善
に必要な設備投資等を支援。
※複数社による共同事業は、企業数に応じて補助上限額を引上。
（共同事業の補助上限額：個社の補助上限額×5社）

　   （2）小規模型　補助上限額     500万円
小規模な額で行う革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロ
セスの改善を支援。

２．サービス・ものづくり高度生産性向上支援（補助率 2/3）
　   補助上限額  3,000万円
　　IoT等の技術を用いて生産性向上を図る設備投資等を支援。

※１．２．共通
・給与総額増の取組は加点。
・TPP加盟国等への海外展開により海外市場の新たな獲得を目指す取組
は加点。

■ 募集期間　募集中～４月13日（水）
■ 本件窓口　滋賀県中小企業団体中央会 TEL.077-510-0890

小規模事業者が、商工会議所・商工会の助言等を受けて経営計画を作成
し、その計画に沿って地道な、販路開拓等に取り組む費用の２／３を補
助します。
■主な対象者
小規模事業者……製造業その他の業種に属する事業を主たる事業とし
て営む商工業者（会社および個人事業主）であり、常時使用する従業員
の数が２０人以下（卸売業、小売業、サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）
に属する事業を主たる事業として営む者については５人以下）の事業
者であること。

■ 支援内容・補助額
○対象経費
　機械装置等購入費、広報費、展示会等出展費、旅費、委託費など
○補助率　　　対象経費の２／３
○補助上限額　50万円
　但し、雇用の増加、買い物弱者対策、海外展開の取り組みを行う場合
　は補助上限額100万円

■ 募集期間　募集中～５月13日（金）消印有効
■ 本件担当
　日本商工会議所　小規模事業者持続化補助金事務局
　TEL.03-6459-2004

受験資格
１ 昭和61年４月２日～平成７年４月１日生まれの者
２ 平成７年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
 (1）大学を卒業した者及び平成29年３月までに大学を卒業する見込みの者
 (2）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

申込受付期間
平成28年４月１日（金）～４月13日（水）
原則としてインターネット申込みをご利用ください。
インターネット申込専用アドレス
【http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html】

試験日
第１次試験　平成28年５月29日（日）
第２次試験　平成28年７月12日（火）～ 20日（水）

合格者発表日
第１次試験合格者発表日　平成28年６月28日（火）
最終合格者発表日　　　　平成28年８月22日（月）

採用予定数
別途、人事院ホームページに掲載します。

問合わせ先
大阪国税局人事第二課試験係　TEL.06-6941-5331

国税職員募集のお知らせ 税だより
～平成28年度 国税専門官採用試験～

平成27年分確定申告と納税の期限は
○申告所得税及び復興特別所得税
　平成28年３月15日（火）まで
○個人事業者の消費税及び地方消費税
　平成28年３月31日（木）まで
○贈与税
　平成28年３月15日（火）まで

申告書の作成は、国税庁ホームページの『確定申告
書等作成コーナー』が便利です!!
・画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額な
どが自動計算され、所得税・消費税の申告書や、青
色決算書などが作成できます。
・作成したデータは印刷した『書面』により提出で
きるほか、『ｅ-Tax（国税電子申告・納税システム）』
を利用して提出することもできます。

彦根税務署からのお知らせ
彦根商工会議所内の申告相談会場の開設は、
平成28年３月15日（火）までです。

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

●常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
●義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
●原則として市内で最近１年以上事業を
行っており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.15％
平成27年12月９日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学されるお子さまが
おられるご家庭の「経済的負担の軽減」と「教育の機会均等」と
いう国の施策を実現するために創設され、昭和54年の制度発足
以来、延べ500万人を超える方々にご利用いただいています。

【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年2.05％（母子家庭、父子家庭または世帯年収200万円
（所得122万円）以内の方は年1.65％
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または
世帯年収200万円（所得122万円）以内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済と
することができます。元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
※金利は平成27年12月9日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからもお申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡

お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない場合は、  
　03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201

● セキュリティ・個人情報保護も万全です。  ● コミュニティは、実名登録で安全です。

ミラサポ 検索

中小企業・小規模事業
者の

未来（ビジネス）をサ
ポートするサイト!!

   おすすめコンテンツ
ミラサポの会員登録をすると、
● あなたのビジネス創造の手助けをする、「ミラサポコミュニティ」（ビ
ジネス向けSNS）や「ビジネスサポートツール」（ビジネス向けアプリ）
を無料で利用することができます。
● あなたにぴったりの専門家や支援機関、補助金が選べ、無料で「専
門家の派遣申請」や「補助金の電子エントリー」ができます。

   施策情報
国や公的機関などの施策情報をテーマ別・施策別に見つけること
ができます。
それぞれのテーマ・施策ごとに、
❶ 情報を知る  ❷ 専門家に相談する  ❸ お役立ちツールを使う   
❹データを見る・調べる といった、４つの機能別に情報を探せます。

   ミラサポコミュニティ
同じような悩みを持つ経営者やその分野の専門家が、地域ごと、また
は、テーマごとのコミュニティで、あなたの参加をお待ちしています。
参加するもよし、見るだけでもよし、たくさんのビジネスの種があります。

ものづくり・商業・サービス
新展開支援補助金

小規模事業者持続化補助金

申請手続き・各種書類作成について当所経営指導員
がご相談に応じます。お気軽にお問合わせください。
＊申請手続き等には相談対応時間を要します。それ
　ぞれ締切日の約１５日前までにご相談ください。

補助金情報
彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551



不易流行 1415 彦根商工会議所通信 vol.24

　明治初期、政府は文明開化を進めるため、海外留学・洋行を奨励
しました。中でも旧大名ら華族に対しては、国民の中でも重要な地
位にある者として、率先して西洋文明を学ぶことを期待していまし
た。海外に渡った華族は数十名にのぼり、その中に井伊直憲もいま
した。直憲は、実弟で越後国与板藩の最後の藩主・井伊直安、随行
した旧彦根藩士の西村捨三・橋本正人・河上房申とともに、明治5
年から約1年間、欧米各地を巡っています。10月24日に横浜を出
帆してから、ニューヨーク、ロンドンに数ヶ月ずつ滞在しながら、各地
の見学や英語学習に取り組んでいました。
　見学では、例えばワシントンの「議事院(上院)」「大蔵省」「郵便局」、
フィラデルフィアの「政治庁」「造幣局」などの諸施設や、グラント大
統領の就任式を見学しています。また、ナイアガラの滝などの観光
地や、宿近くで発生した火事現場へも足を運んでいます。西洋の消
火活動も直憲にとっては目を驚かすことでした。英語学習は、ニュー
ヨークではグリーンという学校教師に家庭教師を依頼し、1日に2
時間ほど読み書きを教わっていました。
　見学・学習のみならず、「日曜日」などといった外国の習慣にも触
れました。また、シカゴの宿では直憲と河上が同室になりました。江
戸時代に主従が同室で休むということはあり得ず、初めての経験で
あったと思われます。
　直憲はこの洋行によって、西洋の政治制度、社会の仕組みから日
常生活まで、西洋文明について学びました。帰国後、直憲を含め洋
行をした人々が、産業振興や学校の設立などをし、彦根の近代化に
つながっていきました。その源泉はこの遊学にあったと思われます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （学芸員 早川駿治）

井伊直憲の西洋遊学

井伊直憲年表
年　代 年齢

1

13

17

15

25

できごと

20

21

24

19

30

43
55明治35年（1902）

嘉永元年（1848）

明治10年（1877）

明治23年（1890）

安政 7 年（1860）

文久 2 年（1862）

元治元年（1864）

明治 5 年（1872）

明治 4 年（1871）

明治元年（1868）

慶応 3 年（1867）

慶応 2 年（1866）

直弼の跡を継ぎ、彦根藩主とな
る（井伊家14代）。

井伊直弼（井伊家13代）の2男
として生まれる。
父直弼、桜田門外の変で死去。

将軍徳川家茂と皇女和宮との婚
儀が成立し、天皇への御礼の使
者を務める。

長野義言・宇津木景福を斬首。

将軍徳川慶喜、大政奉還。

彦根藩、10万石を上知される。

島津久光の率兵上京を機に、一
橋派が幕政の実権を握る。

貴族院議員に選出される。
死去。

西南戦争の際、彦根に戻って士
族の動揺を鎮める。

禁門の変。幕府軍の一員として
長州藩と戦う。
第二次幕長戦争で、幕府軍の先
鋒として長州藩と戦う。

欧米に1年遊学する。

戊辰戦争。彦根藩は新政府軍に
つき、関東・東北を転戦。
廃藩置県。彦根藩知事を免ぜら
れ、籍を東京に移す。

生
い
立
ち

　
井
伊
直
憲
は
、嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）

四
月
二
十
日
、彦
根
藩
の
世
子
で
、の
ち

に
井
伊
家
十
三
代
当
主
と
な
る
直
弼
の

子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
直
弼
に
は
、

こ
れ
以
前
に
一
人
男
子
が
い
ま
し
た
が
、

生
ま
れ
て
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
て
い
た
た

め
、実
質
的
に
は
直
憲
が
嫡
男
で
し
た
。

　
安
政
七
年（
一
八
六
〇
）三
月
三
日
、

幕
府
の
大
老
を
務
め
て
い
た
直
弼
が
、江

戸
城
登
城
途
中
に
水
戸
・
薩
摩
脱
藩
浪

士
に
襲
わ
れ
、殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

（
桜
田
門
外
の
変
）。
突
然
の
死
は
、幕
府

や
彦
根
藩
を
揺
る
が
す
大
事
件
で
、ま
だ

十
三
才
だ
っ
た
直
憲
に
と
っ
て
も
衝
撃

的
な
で
き
ご
と
で
し
た
。

　
当
時
の
彦
根
藩
は
、ま
だ
幕
府
に
世
子

を
届
け
出
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
子

を
決
め
ず
に
当
主
が
死
去
し
た
場
合
、そ

の
家
は
断
絶
と
な
る
の
が
幕
府
の
定
め

で
し
た
。
藩
の
存
続
の
た
め
に
は
、直
弼

の
跡
を
直
憲
が
継
承
す
る
手
続
き
を
整

え
る
ま
で
、直
弼
が
死
去
し
た
こ
と
に
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、直
弼

は
登
城
途
中
に
負
傷
し
た
こ
と
と
し
て

処
理
さ
れ
、そ
の
死
が
公
表
さ
れ
た
の
は

閏
三
月
晦
日
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、

直
憲
は
四
月
二
十
八
日
に
彦
根
藩
主
に

就
任
し
ま
し
た
。

　
直
弼
死
後
も
幕
府
は
、朝
廷
と
の
融
和

と
い
う
直
弼
が
と
っ
た
政
治
路
線
を
継

承
し
ま
す
。そ
の
帰
結
が
、文
久
二
年（
一

八
六
二
）に
実
現
し
た
将
軍
徳
川
家
茂

と
孝
明
天
皇
の
妹
和
宮
と
の
縁
組
で
し

た
。
こ
の
縁
組
は
、直
弼
の
側
近
だ
っ
た

長
野
義
言（
主
膳
）と
宇
津
木
景
福（
六

之
丞
）に
よ
る
働
き
も
あ
っ
て
実
現
し

た
も
の
で
し
た
。
特
に
長
野
は
、京
都
で

関
白
九
条
家
な
ど
へ
の
工
作
に
奔
走
し

ま
し
た
。
婚
礼
が
済
ん
だ
の
ち
、直
憲
は

将
軍
か
ら
天
皇
へ
の
御
礼
の
使
者
を
務

め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、直
弼
の
死
に
よ
っ
て
藩
内
は
大

き
く
動
揺
し
ま
し
た
が
、家
老
の
岡
本
宣

迪（
半
介
）が
こ
れ
を
鎮
め
ま
し
た
。
藩

士
た
ち
が
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
軽
率
な

行
動
に
出
れ
ば
、彦
根
藩
は
断
絶
の
危
機

に
立
た
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、藩
士
た
ち
の

怒
り
を
抑
え
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
す
。

こ
の
岡
本
が
、幕
末
の
彦
根
藩
政
を
主
導

し
て
い
く
人
物
に
な
り
ま
す
。

　
直
弼
死
後
も
幕
府
内
部
で
の
地
位
を

保
っ
て
い
た
彦
根
藩
で
し
た
が
、こ
う

し
た
状
況
は
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
文
久
二
年
四
月
、薩
摩
藩
の
島
津
久

光
が
兵
を
率
い
て
上
京
し
、さ
ら
に
勅

使
を
擁
し
て
江
戸
へ
向
か
っ
て
幕
政
改

革
を
訴
え
た
こ
と
が
、そ
の
契
機
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、徳
川
慶
喜
が

将
軍
後
見
職
、松
平
慶
永（
春
嶽
）が
政

事
総
裁
職
に
就
任
し
ま
す
。
彼
ら
は
い

ず
れ
も
、直
弼
と
対
立
し
て
い
た
一
橋

派
の
中
心
人
物
で
し
た
。
幕
政
の
実
権

が
一
橋
派
の
手
に
渡
り
、彦
根
藩
の
立

場
も
暗
転
し
ま
す
。

　
岡
本
ら
は
、こ
の
状
況
変
化
を
察
知
し
、

長
野
・
宇
津
木
の
二
人
を
斬
首
し
ま
す
。

直
弼
路
線
か
ら
の
転
換
を
示
し
た
の
で

す
。
し
か
し
、こ
れ
で
問
題
が
解
決
す
る

こ
と
は
な
く
、同
年
の
十
一
月
に
は
、京

都
守
護
の
役
割
を
外
さ
れ
た
う
え
に
、藩

領
三
十
万
石
の
う
ち
十
万
石
を
上
知
さ

れ
る
と
い
う
、厳
し
い
処
分
を
科
さ
れ
ま

し
た
。
直
弼
政
権
の
と
っ
た
政
策
が
天

皇
の
心
を
悩
ま
せ
た
と
い
う
の
が
、処
罰

の
理
由
で
し
た
。
彦
根
藩
を
取
り
巻
く

情
勢
は
一
変
し
、苦
境
に
立
た
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
京
都
守
護
罷
免
と
十
万
石
上
知
は
、彦

根
藩
に
と
っ
て
屈
辱
的
な
処
分
で
し
た
。

以
後
の
彦
根
藩
は
、幕
府
か
ら
課
さ
れ
た

軍
役
を
遂
行
す
る
こ
と
で
、汚
名
返
上
を

図
り
ま
す
。
堺
や
大
津
な
ど
の
警
衛
を

勤
め
た
ほ
か
、大
和
天
誅
組
の
乱
や
禁
門

の
変
に
も
出
兵
し
て
い
ま
す
。

  

そ
の
禁
門
の
変
で
朝
敵
と
な
っ
た
長

州
藩
に
向
け
て
出
兵
す
る
よ
う
、幕
府

は
各
藩
に
命
じ
ま
す
。
こ
れ
を
旧
領
回

復
の
機
会
と
み
た
彦
根
藩
は
、先
鋒
を

勤
め
る
こ
と
を
願
い
出
ま
す
。
そ
し
て

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）十
一
月
、直
憲

は
藩
兵
と
と
も
に
長
州
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　
翌
慶
応
二
年
、幕
府
軍
と
長
州
藩
と
の

間
に
戦
闘
が
始
ま
り
ま
す
。
彦
根
藩
は
、

越
後
高
田
藩
榊
原
家
と
と
も
に
、激
戦
地

と
な
っ
た
芸
州
口（
現
広
島
県
大
竹
市

周
辺
）の
先
鋒
を
勤
め
ま
し
た
。し
か
し
、

当
時
最
新
式
の
鉄
砲
を
配
備
し
、西
洋
式

の
軍
制
に
改
め
て
い
た
長
州
藩
に
対
し
、

軍
制
改
革
が
不
十
分
な
ま
ま
戦
い
を
挑

ん
だ
彦
根
藩
は
、敗
戦
を
繰
り
返
す
の
み

で
し
た
。
幕
府
を
支
え
る
譜
代
筆
頭
の

威
信
を
か
け
た
戦
い
で
、か
え
っ
て
屈
辱

を
重
ね
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　
慶
応
三
年
十
月
八
日
、十
五
代
将
軍
慶

喜
は
、大
政
を
朝
廷
に
奉
還
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
、朝
廷
は
諸
大
名
に
上
京

を
命
じ
ま
す
。
多
く
の
大
名
は
情
勢
を

見
極
め
る
た
め
、上
京
を
見
送
り
ま
し
た

が
、直
憲
は
こ
れ
に
応
じ
ま
し
た
。
こ
れ

以
降
、直
憲
は
京
都
周
辺
の
情
勢
変
化
を
、

間
近
で
見
届
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
二
月
九
日
、王
政
復
古
の
ク
ー
デ
タ
ー

に
よ
っ
て
新
政
府
が
誕
生
す
る
と
、同
月

末
に
彦
根
藩
は
新
政
府
を
支
持
す
る
意

向
を
固
め
ま
し
た
。
新
政
府
側
も
、譜
代

筆
頭
だ
っ
た
井
伊
家
の
利
用
価
値
を
重

く
見
て
い
ま
し
た
。

　
翌
慶
応
四
年（
明
治
元
年
）、薩
摩
・
長

州
を
中
心
と
す
る
新
政
府
軍
と
旧
幕
府

軍
と
の
間
に
、戊
辰
戦
争
が
勃
発
し
ま
す
。

彦
根
藩
は
、戦
争
の
発
端
と
な
っ
た
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
に
は
参
戦
し
な
か
っ

た
も
の
の
、同
時
期
に
大
津
の
警
備
や
桑

名
城
へ
の
進
軍
に
新
政
府
軍
の
一
員
と

し
て
出
兵
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、東
山

道
か
ら
江
戸
へ
向
か
っ
た
部
隊
の
先
鋒

を
命
じ
ら
れ
、関
東
か
ら
東
北
を
転
戦
し

ま
し
た
。
譜
代
筆
頭
の
彦
根
藩
が
新
政

府
側
に
つ
い
た
理
由
は
、文
久
二
年
以
降

幕
政
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
、

直
憲
が
京
都
に
滞
在
し
て
お
り
、朝
廷
周

明
治
維
新
後
の
直
憲

突
然
の
相
続

苦
境

度
重
な
る
出
兵

戊
辰
戦
争

辺
の
動
き
を
見
極
め
や
す
か
っ
た
こ
と

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
政
府
に
よ
り
統
治
体
制
が
改
め

ら
れ
、明
治
四
年（
一
八
七
一
）の
廃
藩

置
県
で
彦
根
藩
が
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、初
代
直
政
以
来
、代
々
続
い
た
井
伊

家
に
よ
る
彦
根
統
治
は
終
わ
り
を
告
げ

ま
し
た
。
直
憲
は
彦
根
か
ら
東
京
に
移

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
名
た
ち
は
新

た
に
設
け
ら
れ
た
華
族
と
い
う
地
位
を

与
え
ら
れ
、地
域
の
近
代
化
や
新
し
い
国

家
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　
直
憲
の
場
合
、明
治
に
入
っ
て
も
旧
藩

士
や
領
民
へ
の
影
響
力
を
持
ち
続
け
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、明
治
十
年
に
西
郷

隆
盛
が
鹿
児
島
で
西
南
戦
争
を
起
こ
し

た
際
に
は
、彦
根
に
戻
っ
て
士
族
の
動
揺

を
鎮
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、学
校
や
銀
行

の
設
立
を
支
援
す
る
な
ど
、近
代
の
彦
根

に
お
い
て
直
憲
の
働
き
を
見
逃
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

  

明
治
二
十
三
年
に
は
貴
族
院
議
員
に

選
出
さ
れ
、同
三
十
年
ま
で
議
員
を
務
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、最
後
の
彦
根
藩
主
と

し
て
幕
末
か
ら
明
治
を
生
き
た
直
憲
は
、

明
治
三
十
五
年
一
月
九
日
、病
の
た
め
五

十
五
才
で
死
去
し
ま
し
た
。
亡
骸
は
世

田
谷
豪
徳
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
芸
員 

松
浦
智
博
）

彦根城博物館連載

十
四
代 
井
伊 

直
憲
　（
一
八
四
八
〜
一
九
〇
二
）

井
伊
家
十
四
代

▶井伊直憲写真（彦根城博物館所蔵）

な
お
の
り

あ
ん
せ
い

さ
く
ら 

だ
も
ん
が
い

な

く
わ

か  

ぞ
く

た
か
も
り

さ
い
ご
う

き  
ぞ
く
い
ん

た
が
や

せ

ご
う
と
く 

じ

ち 

け
ん

は
い
は
ん

な
お
ま
さ

め
い 

じ

ぼ  

し
ん

ば

と

ふ
し 

み

な
お
す
け

か 

え
い

ぶ
ん
き
ゅ
う

と
く
が
わ
い
え
も
ち

こ
う
め
い

か
ず
の
み
や

う
る
う

み
そ  

か

な
が  

の 

よ
し
と
き

し
ゅ
ぜ
ん

し

ち
ょ
く

し
ま 

づ 

ひ
さ

み
つ

う　
つ　
ぎ 

か
げ
よ
し  

ろ
く

か
ん
ぱ
く 

く 

じ
ょ
う

お
か
も
と 

の
ぶ

み
ち

は
ん 

す
け

と
く
が
わ
よ
し
の
ぶ

し
ゅ
ん
が
く

ま
つ
だ
い
ら
よ
し
な
が

じ 

そ
う
さ
い
し
ょ
く

せ
い

ひ
と
つ
ば
し

じ
ょ
う
ち

ひ 

め
ん

こ
う
け
ん
し
ょ
く

し
ょ
う
ぐ
ん

ふ 

だ
い

ぐ
ん
や
く

や
ま 

と
て
ん
ち
ゅ
う
ぐ
み

き
ん
も
ん

  

の 

じ
ょ
う

げ
い
し
ゅ
う

さ
か
き
ば
ら

け
い 

お
う

え
ち 

ご 

た
か 

だ

は



17 彦根商工会議所通信 vol.24 不易流行 16

地域経済データ

小売業・卸売業の県内販売シェア、
東近江、湖東、湖北地域のシェア激減
～2004年・2014年比較～

小売業・卸売業の県内販売シェア、
東近江、湖東、湖北地域のシェア激減
～2004年・2014年比較～
滋賀県総合政策部統計課「商業統計調査結果速報」、しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

　先般、経済産業省ならびに滋賀県が発表した「2014年商業統計調
査（速報）」から、滋賀県内の小売業・卸売業の地域別シェアをみると、
人口増加圏である大津・南部地域のシェアが高まり、甲賀、東近江、湖
東、湖西地域のシェアが軒並み下がっていることがわかる。
　図１はしがぎん経済文化センターが小売業・卸売業の「事業所数」
「従業者数」「年間商品販売額」を地域別（６地域）に分類し、10年前
の04年と直近の14年のシェアを比較したものだ。
　３区分ともシェアでプラスとなったのは大津・南部地域のみで「事業
所数」では0.7ポイント増、「従業者数」では1.5ポイント増となった。
　最も地域別で顕著に差が出ているのが「年間商品販売額」で大津・
南部地域は、シェアを4.1ポイント伸ばし、54.2％となり、金額ベースで
は湖東地域を含む5地域でマイナスとなっている。大津・南部地域は
04年対比153億円増加の1兆2770億円で唯一のプラスとなった。
県内の「南北格差」が指摘される中、その傾向を如実に表す結果となっ
た。
　同期間の（04-14年）の人口（各年1月時点）をみると大津・南部地
域の人口は57,990人の増加、県内総人口に占めるシェアは2.6ポイン
ト増加しており「商業統計調査」が人口動態と密接に結びついている
ことがうかがえる。以下では各3区分の実数をもとにさらに詳しく検
証したい。

事業所数は全地域とも大幅に減少
　2004年と2014年の事業所数を地域別に比較すると、シェアでは
大津・南部地域のみが高まっているが、内訳は全地域で大幅に減少し
ている。事業所数でみると、母数の大きい大津・南部地域がもっとも
減少していることがわかる。これは滋賀県内の平均売場面積が増加し
ていることから、大型小売店舗の増加と既存店舗の減少が激しく進ん
でいることを表している。（図2）

図１　小売業・卸売業のおける事業所数、従業者数、年間商品販売額の地域別シェア
　　　（2004年2014年比較）

図４　小売業・卸売業のおける商品販売額の地域別変遷（2004年2014年比較）

図５　地域別人口の変遷（2004年2014年比較）

図３　小売業・卸売業のおける従業者数の地域別変遷（2004年2014年比較）

図２　小売業・卸売業のおける事業所数の地域別変遷（2004年2014年比較）

従業者数は全地域減少の中で、湖北地域が著しく減少
　事業所数同様、従業者数も全地域大幅に減少している。これは事業
所数の減少の影響のほか、小売店舗、卸売業者の大型化に伴う業務の
効率化も一因あるとみられる。地域別シェアを見てもわかるが実数を見
ても、湖北地域の減少率が著しい。大津・南部地域は事業所数に引き続
き、母数が大きいことで減少数はもっとも高い。湖東地域は、3区分の中
で唯一、従業者のシェアでは0.1ポイント上昇している。（図3）

地域の命運を分ける商品販売額
　商品販売額に関しては、3区分のうち最も各地域の経済状況の命運
を表している。商品販売額では、大津・南部地域のみ上昇、他5地域
に関してはほぼ同じ割合で減少している（図4）。ここで参照したいの
が地域別の人口推移である（図5）。商品販売額と人口の推移を比較
するとほぼ同じような形をしていることがわかる。人口が増加している
大津・南部地域は同程度に商品販売額が増加し、湖東地域を除く、4
地域に関しては、人口減少に伴って、商品販売額が減少している。観光
に力をいれている湖北地域に関しては人口減少の割に商品販売額の
減少幅が低いことも印象的だが、もっとも印象的なのは湖東地域だ。
湖東地域は人口が微増し、観光エリアがあるにも関わらず、商品販売
額が減少しているという深刻な状態となっていることがグラフを比較
するとわかる。つまり、客単価が下がり、消費が冷え込んでいるという
ことを示している。この局地的なデフレスパイラルを断ち切るには、域
内事業主の意識やサービスを転換し、既存顧客と新たな需要を呼び込
む創意工夫がまさに今求められているのではないだろうか。

小売業：事業所数、従業者数、商品販売額の地域別シェア（2004－2014）
■大津・南部　　■甲賀　　■東近江　　■湖東　　■湖北　 ■高島

2004

2014

2004

2014

2004

2014

従
業
者
数

事
業
所
数

年
間
商
品
販
売
額
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44.5％
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●

3 月 イ ベ ン ト ガ イ ド

10：30～11：00／13：30～14：00  彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

3月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

「2時間ドラマの帝王」「サスペンスドラ
マの帝王」の異名を持つ俳優 船越英一
郎の講演会。

▶料金（全席指定/税込）
　一般 2,000円
　高齢者・障がい者・学生 1,800円
　友の会 1,500円
　※未就学児の方は入場いただけません。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　http://bunpla.jp

Dutch de Cooking
（ダッチでクッキング）
▶３／24（木）10：30～12：30
▶大阪ガスショールーム
   ディリパ彦根
▶参加費：無料
▶定員：８名 （応募多数の場合抽選、
　初回の方に限ります）
▶申込締切日：３／17（木）
MENU
 ・野菜カレー・ゆで卵・マドレーヌ・紅茶
ガスコンロの概念を変える！人気のダッ
チオーブン調理を体験しませんか？
ご参加いただいたお客様にはダッチ
オーブンで調理したワンプレートディッ
シュを試食していただけます。

FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone/

スマイル・ア・ゴーゴー!!
～こういちおにいさんの
にっこりマジック～
▶3／31（木）
　開場 13：30 開演 14：00
▶ひこね市文化プラザ メッセホール

ＣＰカード 春の感謝祭
▶申込受付期間 開催中～4／10（日）
▶各加盟店
日頃のご愛顧に感謝して、満点カードで
大変お得！受付期間中に希望商品に応
募できます。（応募多数の場合は抽選）
●満点カード2枚→よしもと「なんばグ
ランド花月」ペアチケット●満点カード
2枚→加盟店よりお勧めの商品
（3,000円以上）●満点カード１枚→全
市共通「商品券」1,000円分

彦根ＣＰカード㈱ TEL.22-7303

テーマ展「近江ゆかり
の工匠～刀工・鐔師・
鉄砲鍛冶～」
▶3／11（金）～4／12（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
近江の地では古くから刀や鉄砲の工人
が活躍してきました。中には彦根を拠
点に活動し、全国的に名を知られた名
工もいます。本展では、館蔵品の中か
ら、近江ゆかりの工匠が制作した刀や
鐔（つば）、鉄砲などの武具を、江戸時
代の作品を中心に紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ディリパ彦根
フリーマーケット
▶3／13（日）9：30～14：0０
▶大阪ガスショールーム
　ディリパ彦根館内
第1４回フリーマーケットがディリパ彦根
で開催されます。館内での開催ですの
で、雨天でも安心してご来館ください。

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone/

ひこねで朝市
▶3／20（日）８：００～１２：００
▶護国神社

新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

彦根城 春の訪れを
感じる梅林
▶３月中旬～下旬 8：30～17：00
▶彦根城内梅林
▶入場料：600円（玄宮園共通）
彦根城内にある約400本の紅梅や白
梅が咲き誇る梅林は、1950年に彦根
城が日本観光地百選に選ばれたのを
記念して植えられました。

彦根城管理事務所 TEL.22-2742

ご城下にぎわい市
▶３／19（土）～５／8（日）予定
　9：00～17：00
▶金亀児童公園
近江牛や湖魚の佃煮、和菓子、地酒、ひこ
にゃんグッズなど“Made in HIKONE”が
大集合。特産品や土産物が所狭しと並び
ます。花満開のお城巡りの後は、とってお
きの彦根土産を見つけてみては？

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

彦根鉄砲隊 演武
▶３／20（日）　雨天中止
  １回目 11：00～／２回目 12：00～
▶彦根城博物館前土手
彦根商工会議所青年部古式銃研究会
「彦根鉄砲隊」による稲富流砲術の披
露。赤よろい姿での演武は迫力満点。

彦根商工会議所青年部 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

ひこね市民大学特別講座
船越英一郎 講演会
「悪くても感謝」
▶ 3／２１（月・祝）
　開場 13：30 開講 14：00
▶ひこね市文化プラザ グランドホール

▶料金（自由席/税込）
　一般1,500円
　子ども(小学生以下) 500円
　高齢者・障がい者・学生 1,400円
　友の会 1,350円
　子ども(小学生以下)400円
　※当日は一律1,800円  子ども(小 
　　学生以下）800円
　※3歳以上有料
たかお晃市は、テレビ、舞台、CMなど、
あらゆるメディアで活躍。’91年TBSテ
レビ「天までとどけ」長男役で人気上昇
し、’02年には、マジシャンとして芝居と
マジックを融合させたマジックショー
に取り組み全国ツアーを展開。子供か
ら大人まで、世代を超えて楽しんでいた
だける内容です。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp　

彦根城桜まつり
＆夜桜のライトアップ
▶４／１（金）～20（水）
※桜の開花状況により変動する可能性あり
▶彦根城一帯
▶ライトアップ実施時間 日没～21：00
▶ライトアップ実施場所
　彦根城内堀沿い（玄宮園前～表門
　橋～大手橋・京橋口）
春になると彦根城を中心に約1,200本
の桜が咲き、お城は1年で一番美しい季
節を迎えます。満開の時期は、例年４月
８日前後。夜は内堀を中心にライトアッ
プが楽しめます。

彦根観光センター TEL.23-0033
http://www.hikoneshi.com/

龍潭寺だるままつり
▶４／１（金）・２（土）
　拝観時間 ９：00～17：00
▶龍潭寺（古沢町1104）
▶拝観料 大人400円、小学生150円
井伊家ゆかりのお寺で開催される禅宗
の開祖・達磨大師に由来する毎年恒例
の行事。約3,000体のだるまに入魂して
慈悲と救済を祈願します。お花見の名所
でもあります。

龍潭寺　TEL.22-2777

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ⑨

彦根城は桜の名所ではなかった!!
　彦根城でもうすぐ桜の花が咲

き誇る。

　現在の桜の名所のほとんど

は、紀元二千六百年記念や戦後

復興の町づくりとして植えられ

たものだといわれている。紀元

二千六百年記念とは、日本書紀

の紀年に基づき、初代天皇とし

て神武天皇が即位した年、紀元

前660年を皇紀元年と定め、皇

紀2600年に当たる昭和15年

（1940）に、国威高揚のため各

地で式典を行い、国を挙げて祝

ったという。

　写真の地図は、昭和３年

（1928）湖東平野を走る近江鉄

道の全線電化を記念してつくら

れた沿線案内「近江鉄道沿線

の栞」の一部分である。沿線案

内の役目は、旅する人に、その土

地で訪れて欲しい名所旧跡や

味わっておく、或いは、お土産に

すると良いものを紹介すること

にある。

　栞には、近江鉄道の彦根・米

原間は未開通で「電車未設線」

と記され、鳥居本駅は存在しな

い。多賀・高宮間には土田とい

う駅があり、多賀大社は一際大

きく目立つように描かれ、敏満

寺池も名所だった。松原には内

湖が描かれ、佐和山神社、井伊

神社、多景島の誓御柱も丁寧に

描かれている。鮎名物、鮒名物、

胡宮神社の山は松茸が名産だ

ったようだ。霊仙でスキーがで

き、桜の名所は「宇曽川堤の桜」

のみ。彦根城には何も記されて

いない。

　実は、彦根城の桜は、紀元二

千六百年記念に植えられたもの

よりも更に古い。吉田繁次郎が

昭和９年（1934）に植え始めた

ものだ。

　彦根がまだ彦根町だった頃

の話で、吉田繁次郎は町会議員

だった。

　「古い城下町の味をたいせつ

にし、大きく伸びる町にするに

は、観光の町として発展させてい

くのが、いちばんよいのではない

だろうか。そうだ、皇太子の誕

生の機会に、彦根城一帯に桜の

木を植えて、桜の彦根城にしよ

う。」（『彦根の先覚』）と、繁次郎

は彦根の将来について、夢を

持った。繁次郎は町の家を一軒

一軒歩き、桜の苗木千本を買う

実現する」そして「名所・名物は

生み出すことができる」というこ

とである。吉田繁次郎は、彦根

を観光の町として発展させるた

めに、桜の彦根城を夢に描き行

動を起こした。結果、今の彦根

城の桜がある。

　彦根商工会議所は、日本一の

10万都市を目指し、人口減少、

都市間格差などの直面する重

要課題に取り組んでいる。彦根

ブランドの創造、インバウンド推

進は経済活性化の切り札だ。

　「クールブリタニア」は「カッコ

良いイギリス」、「クールブリタニ

カ」は「イギリスのカッコ良さ」

と意味が異なるらしい。「クール

ひこね」の「カッコ良いひこね」

と「ひこねのカッコ良さ」につい

て考えてみてはどうだろう。

　彦根城築城410年に向けて

の動きが始まっている。夢を実

現した吉田繁次郎にも「ひこね

のカッコ良さ」がある。ひとり一

人がクールになる。多分、これ

が「クールブリタニア」の本当の

意味なのだろう。

ための寄付金（当時の金額で

1200円）を２か月で集め、ソメ

イヨシノの苗木、千本を買い入

れ、植え始めたのだ。桜の苗木

は、植えればそのまますくすくと

育ってくれるものではなく、繁次

郎の桜とともに生きる人生が始

まる。天守近く、内堀の土手、金

亀公園、外堀の道ばた、旧港湾

沿いや芹川の土手にも苗木を植

えたという。

　そして、彦根町は昭和12年

（1937）２月11日に彦根市とな

り、「桜の彦根城」を観光の名所

として全国に宣伝するようにな

る。昭和28年（1953）、永年の

努力が認められ彦根観光協会

から繁次郎は表彰を受ける。桜

を植えることを思い立ってからち

ょうど20年目のことである。

　第二次世界大戦中、金亀公園

に植えた桜は切り倒され、一帯

はさつまいも畑になり、昭和34

年（1959）の伊勢湾台風などで

繁次郎の育てた桜の木は半分

の500本余りに減ってしまった

が、今もござれ桜は咲き誇って

いる。

　ござれ桜に学ぶべきは、「夢を

相談日：３月１7日（木）午後から 予約は随時電話受付中

チケット
発売中！

チケット
発売中！

■昭和３年「近江鉄道沿線の栞」部分（個人蔵）

参考文献　『彦根の先覚』彦根市立教育研究所
（１９８７年）／『わがまち彦根　ふるさと再発見』
彦根市立教育研究所（１９８０年）　



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2016年3月31日まで

お線香 ３割引

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮ら
しの中でお使いいただける和
ろうそくを幅広く取り扱って
おります。伝統工芸品である
和ろうそくや貴重なお香に興
味のある方はぜひお立ち寄り
ください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-２6-2106
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

蠟喜商店和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

有効期限2016年3月31日まで 有効期限2016年3月31日まで

有効期限2016年3月31日まで 有効期限2016年3月31日まで 有効期限2016年3月31日まで

城下町彦根を代表する
銘菓「三十五万石」は、
ふっくらと炊き上げた
北海道産小豆つぶ餡と、
やわらかい求肥餅を重
ね、米俵の姿をした最中
でお包みしています。
職人技の逸品をどうぞ
ご賞味ください。

彦根市中央町4-39／ Tel.0749-22-5722／営業時間 8：00－18：00
定休日  木曜日／駐車場 10台 http://www.kashin-ohsuga.com

お買い上げ5％OFF
お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

飲食代
５%OFF

HOTEL SUNROUTE HIKONE
彦根

ホテルエスタシオンひこね
ご予約時に必ずクーポン利用の旨をお伝えください。
＊日によりご利用できない場合がございます。
  予めご了承くださいませ。軽朝食無料サービス

●会席料理
　5,400円より
●飲み放題
　120分＋2,000円
※お一人様、税・サービス
　料込の料金です。

HOTEL SUNROUTE HIKONE
彦根

新年会や同窓会など新たな 1年の始まりは
ＪＲ彦根駅近くのホテルサンルート彦根で。
琵琶湖の湖水、自然の恵みを食材に、
日本料理の心をお届け致します。

あわび会席（8,000円）

彦根市旭町9番14号
＊JR彦根駅西口より
　徒歩１分
TEL.0749-26-0123
■宴会最大100名
■座敷最大30名
■駐車場あり（50台）
http://sunroute.net

ホテルエスタシオンひこね

シングル（１名様）6,000円～・セミダブル（２名様）9,000円～
ダブル （２名様）11,000円～・ツイン（２名様）12,000円～
和室（２名様）13,000円～・別館Ｃａｓａ（最大12名様）

ＪＲ彦根駅西口より徒歩１分

ご予約・お問い合わせは
Tel.0749-22-1500
彦根市旭町8-31
www.estacion-hikone.com

＊価格は税別です。シーズンにより変動いたします。

アクセスの良さが魅力です。
大好評!コミックコーナー蔵書3,700冊以上!
お部屋タイプ各種ございます。

質入れしていただいた方に洋ローソクプレゼント

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

2014年、後三条にオープンした本格的な和
食が味わえるカジュアルな割烹料理店。京
都祇園の割烹で修業した店主が調理する料
理は、素材にこだわり、味も繊細で美味。落
ち着ける店内も魅力です。ぜひ一度ご賞味
ください。

○彦根市後三条町478  ○電話番号 0749-23-9822  ○定休日 月曜日
○営業時間 午後5時～午前1時  ○駐車場 道向かいにＰあり

・メニュー
造り盛り合わせ（2人前）
　　　　　　  2,800円
金目鯛西京焼     850円
甘海老唐揚        800円
鯛の土鍋飯     1,200円
                            他

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

ワンドリンク無料
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